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＜病棟連絡事項＞
・本日電気点検の為、13：30-15：30の2時間位、停電になりますので周知お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　ミツ子様～排便-8日目。入院後も食事摂取は出来ていない。点滴施行中。主治医へ情報提供し、便秘時ピコスルファートNa 10～15滴のIFオーダー追加となり、同薬1本処方となる。
・市澤　ミツヱ様～不穏時ロラゼパム(0.5)1TのIFオーダー追加と同薬10回分処方となる。
・松森　英作様～便秘時ピコスルファートNa　1本処方となる。
・鈴木　善清様～便秘時ピコスルファートNa　1本処方となる。
・小原　哲哉様～昨日長女様と病棟側との連絡にて当初は転院先を探す事としていたが、あおぞらクリニックへの通院という形であれば、11/16(月)午後に退院でいいとの話あり。退院時の迎えは不可能である為、事前に財布を病院に届け、単独でタクシーでの退院してほしいとの要望も聞かれていた。本人へ退院日時について確認するとタクシーの都合も考慮し、11/17(火)の退院を希望との事。長女様への連絡は本人より行うとの事で日時決まり次第再度確認行う。主治医へは上記情報提供済み。通院先についてはあおぞらクリニックを本人・長女様共に希望されているが、以前八戸赤十字病院への通院を希望していた事もあり、どちらにするのか再度確認を行っていく必要あり。SWより八戸赤十字病院より通院をどうするのか確認あったとの事。通院先の確認が取れ次第、SWへ連絡を頂きたいとの事。
・藤井　崇史様～胃痛時のレバミピド(100)1Tの残数無い為、主治医へ情報提供し、同薬10回分処方となる。
・平栗　城志様～排便-6日目。便秘時IFオーダー無い為、主治医へ情報提供し、便秘時センノシド(12)1TのIFオーダー追加・同薬10回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。主治医診察にて飲水量の抑制は行えており、不穏・興奮無く経過している為、本日より午前・午後2時間ずつの開放観察開始の指示あり、実施している。開放中は時折来詰され、飲水要求あり、都度対応行っている。表情の硬さはあるが、不穏・興奮は無い。開放観察終了後の入室も拒否は無い。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入・他者の私物を弄る等の迷惑行為見られ、他者からも苦情あり、時間早めて開放観察終了している。室内では不潔行為・危険行動無く経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～身体拘束中。主治医より本日10:00身体拘束解除➝終日隔離開始へ処遇変更の指示あり、身体拘束解除となる。終日隔離開始後、室内で私物を整理して過ごされており、都度スタッフコール・要求あるが、対応にて不機嫌さや自傷行為等は無く経過。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～バイタルサイン異常無し。点滴・経管栄養トラブル無く経過。拘束部位の循環障害や皮膚障害は無い。活気無く臥床傾向。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～特定男性患者の不満訴え聞かれているが、過度とはならず不穏さや衝動行為無し。
・寺地　徳和様～血圧低値あるが、他バイタルサイン異常無し。労作時に浅呼吸となり、呼吸苦の訴え聞かれている。消化器症状の訴え無いが、食後に吃逆あり。腹満、下肢浮腫著明に見られている。顔色不良で活気の無く、声掛けにも小声で返答している。
・佐藤　ミツ子様～食事は各食拒食。服薬も粉砕・溶解し対応しているが、吐薬あり。指示の点滴も点滴中のみ身体拘束実施の上で施行し、トラブル無く終了している。拒否的な言動はあるが、抵抗の強さは無い。
・中村　留理子様～呼吸器症状や味覚異常無し。活気なく臥床しているが、不調の訴えはない。
・高山　勘吉様～ユニット内徘徊・室内での放尿・尿失禁、テンキー弄り見られ、都度介入要している。介入への易怒性・興奮は無いが、注意・説明にも理解は乏しい。
＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬はインヴェガ→レキサルティ2mgへ、ゾテピン100㎎→ロドピン50mgへ、ブロマゼパム6㎎→5㎎へ4変更となり、7日分処方となっている。
・安達　貴浩様～本人より、Bユニットで療養をするための訓練がしたいとの希望あり。午前・午後1時間ずつBユニットで過ごす事許可となる。
・中村　さつ様～臨時薬はメマンチン止め、チアプリド25㎎、クエチアピン12.5㎎追加となり、7日分、処方となる。
・小泉　裕子様～頻尿、残洋館訴えあり、薬剤調整行っている。
・中村　与一郎～排便3日ないが本人より希望ないため、様子観察の指示となる。
・土川　貴広様～日中の眠気訴えあり、コントミン50㎎→25㎎へ変更となる。
・吉田　志津子様～症状落ち着いている事から退院について面談調整するよう指示あり。臨時薬は夜間眠れないとの訴えあり、エスタゾラム2㎎追加となっている。
・平山　敬之様～本人より、退院後はデイケアの利用を考えているため、外来受診を土曜日から水曜日に変更したいとの希望あり。電子書籍を読みたいと希望あり、許可となる。
＜皮膚科診察情報＞
・澤口　利香様～両前腕　特に左側に発赤、びらん（表皮剥離著明）ソフラチュール+ガーゼ保護　ソフラチュール　１０枚処方。他は同前処置。

・小笠原　久年様～特変なし、爪を剪っている。同前処置。
・飯田　修子様～特変なし　同前処置。
・藪　真弓様～①両前腕　横方向に線状瘢痕９～１０本（各前腕）

②両踵～足底　角化（+）　乾燥、落屑（+）

ヘパリン類似物質油性クリーム　１本処方。
・藤井　孝蔵様～仙骨部特変なし、保護フィルムで保護する。同前処置。
・沼端　勲様～両手背に発赤、表皮剥離あり。主治医よりフィブラストスプレー処方あり（使い切り終了）

→ソフラチュール+ガーゼ保護→右手背には２つ折りにて貼付する　ソフラチュール　10枚処方。
・木村　美智子様～特変なし、同前処置。
・水梨　孝純様～特変なし、皹裂皮弁切除。
